タイトル：移動する子どもの認知的発達を止めない多読プログラム
制作者：尾関　史（早稲田大学大学院 日本語教育研究科 博士後期課程）
対象学習者：オーストラリア人兄妹（小６・小３）
学習状況：日本語ゼロ初級の状態で2006年8月に来日。9月より公立小学校に入学。
概要：
＜コンセプト＞　・移動する子どもたちの認知的発達を止めないために

　　　　　　　　・子どもが自身の興味関心を知り、広げていくきっかけ作りのために
　　　　　　　　　⇒子どもの主体性への注目

＜トピック＞　　生活科、理科（人間の体）

＜使用教材＞　絵本「はなのあなのはなし」やぎゅうげんいちろう作　福音館書店
＜活動内容＞

１）活動計画の前提　～子どもたちの置かれている学校生活の流れを考える～
　学校生活において子どもたちが参加していくであろう（授業の）順序として、
①「生活」

　　　↓

②「音楽」「体育」などの実技科目

　　　↓

③「算数」「理科」などの母語での知識が生かせる教科

　　　↓

④「社会」「国語」など認知的な活動が必要な教科　
という大きな流れが考えられる。今回は、子どもたちが9月に入学し、すぐに直面するであろう、①および②の段階での支援を視野に入れ、その段階での絵本を使ったプロジェクトを計画した。
２）活動の目的
　①　多読の基盤を作る

　　子ども自身の「興味・関心」からの読みにつなげるために
　②　教科学習および認知力育成に向けたステップを作る

　　「考える力」をつける読みの活動に向けて
３）活動の概要

＜読む前に＞
・身体部位語彙の指導

・病気・怪我の際の表現の指導

＜読み＞

絵本の読み聞かせ

（この段階では、日本語での理解が不十分であると考えられるため、イラストと英語の使用により、内容を理解させることを中心に行う）

↓　
考えてみよう！

絵本を読みながら、絵本に出てきた内容について、実際に比べたり、観察したりする中で

認知力の育成につなげる。
例）
・鼻の穴の大きさのいろいろ：「周りの人の鼻の穴の大きさと自分の鼻の穴の大きさを比べてみよう」

・鼻の穴の働き：「鼻の穴は何のためにあるのだろう？」

・人間の身体にある「穴」とその働き

　　　↓
確かめよう！
　内容理解の確認タスク

　　質問形式で内容を確認する。
＜読んだ後に＞
・「鼻の穴」観察プロジェクト　⇔　3年生理科「動物・植物の生態」

　人間・動物・昆虫などの鼻の穴を実際に観察し、記録を取ってまとめる。

・人間の身体の不思議　リサーチプロジェクト　⇔　6年生理科「人間の身体」
　英語の本なども使いながら、人間の身体の器官についてその働きや仕組みなどを詳細に調べて、まとめる。
＊いずれも、学校での「理科」の教科学習へのステップ作りへとつながり、また、それぞれの「興味・関心」を探る活動にもつながると考えられる。
・「本日記」をつけよう！
　　今後、絵本の多読を続けていくために、読んだ絵本について「評価（☆★★）」「良かったところ（英語）」「好きなことば・場面（英語および日本語）」などを記録し、日記形式で保存していく活動を始めたい。これが、今後の多読活動の基盤につながると考えられる。

反省・感想：
・今後の課題として、子どもたちの年齢相応の認知発達を考慮した上で、その認知発達をサポートするために、第一言語（英語）と第二言語（日本語）のどちらをどのように使用して活動を行っていくのがいいのか、考えていきたい。
・家庭において、両親を巻き込んだ支援体制作りが必要であると考えられる。徐々に、家庭にも働きかけをしていくつもりである。
・活動の発展として、在籍学級での日本人児童を巻き込んだ読みの活動に発展させたいと考えている。この際、それぞれの読みの活動を記録した「絵本日記」が参考になると考えられる。
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